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3 年生の受験体験談はどうでしたか？ 

経験したばかりのアツアツの話でしたね。 

共通テストが思うようにいかなかったときの対処

だったり、私立の併願の仕方だったり。それそれ

自分に合った 

学習方法を 

貫いていて、 

大変参考になり 

ました。  

Ready go! 

 さあ、行こうぜ！「受験生」諸君！！         学年主任 坂本 優 

磐高での２年間はあっという間だったでしょう？そう、高校時代って圧倒的に短いです。しかし、それ

は決して悪いことばかりではない。むしろ大学受験にとっては好都合だといえます。なぜなら、あと１年

間だけ頑張ればいいからです。たしかに時間が少ないことへの不安や焦りはあるでしょうが、だからこそ

残り１年、全力でガツガツ勉強すればいいのです。今までのことを悔やんだり諦めたりするのではなく、

気持ちを新たに「攻めの学習」をしませんか？そこで大切なのは「仲間の存在」です。みんなで支え合い、

全員が同じ方向を向いて進む。これが成功のカギだと考えています。「受験は団体戦」という言葉の真意

はここにあるのです。それと「学習計画」です。先日、卒業生から受験のアドバイスをいただきましたね。

共通していたのは「計画的に学習して合格を勝ち取った」ということ。場当たり的な学習ではダメ。やる

べき学習を明確に決めて、それを愚直に継続的に実行してください。キミたちは全員、「チーム磐高」の

団体戦レギュラーメンバーです。自分のためチームのためにみんなで戦いましょう！！！  

年度初めの予定 

４月１０日㈪ 始業日 

8：10 SHR 旧クラスで日程説明 

8：20～9：30 式場作成・大掃除 

9：30 下足を教室に持っていく 

9：40 新クラス発表・移動 

10：00～着任式・始業式 

10：50 放課（新しい下足ロッカーに移動） 
11 日㈫ 対面式 

12 日㈬13 日㈭ 校内模試 

14 日㈮ 探究ガイダンス 部活動編成 

早急な意識改革を！         進路指導主事 小林 俊一 

「3年夏から頑張ればいい」というのはもう神話の時代の話です。全国的に中高一貫校が増加している

こともあり、受験学力の完成期は年々早まっていると言われます。たとえば東北大学は、２年最後の模試

でＢ判定以上の人が文系学部では定員の 50%、理系学部では 70%を占めているのが現実です。１月に二度

にわたって実施した全統模試の結果が戻っていると思います。２年生の皆さんの希望が特に多い東北大

学や千葉大学に現役で合格するには、今の時点で共通テスト模試 600 点、記述模試偏差値 60 以上が必要

ですが、どれだけの人が基準をクリアできているでしょうか。福島県内は今年の入試で東大・京大とも過

去最低の合格数にとどまりました。勝負は２年秋から始まっているにもかかわらず、まだウォーミング

アップすら終わっていない人が本校にも大勢います。これでは乗り遅れて当然です。来年の今ごろは新

生活に向けて心躍る日々が続いているはず、つまり残された期間は１年足らずです。第一志望を貫くの

であれば、春休みは模試の反省をし（志望校に届くためにできなければならない問題はどこなのかを確

かめる）、課題を作業ではなく自分の頭でこなし（京大に合格した先輩は、学校の課題を自力でできれば

東北大は必ず入れると断言していました）、受験に向かうマインドをしっかりセットして新たな春を迎え

ましょう。今、この瞬間に意識を変えた人にのみ、女神は微笑みます。 


